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寄生虫の微細構造

３．曰本住血吸虫の体表構造
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一男

吸虫類の微細構造については最近多くの報告がみられ

るようになり，多くの知見が次々と明らかにされてき

た．われわれもすでに肝吸虫，高橋吸虫等についての知

見を遂次述べてきた．これらに引続いて本報では日本住

血吸虫についての知見を報告する．

住血吸虫についてはＳｅｎｆｔｅＺａＺ.(1961)，Ｌｅｅ（1966）

の報告があり，殊に最近Morris＆Threadgold(1967,

1968)は，マンソン住血吸虫についての研究を報告して

おりわれわれの日本住血吸虫についての知見と近似の点

が多く非常に興味がある．

ている．とくに雄の背面でははなはだ複雑で突起の長さ，

嵌入の深さおよび走行は全く不規則である．しかし腹面

では突起の長さは短かく，略々一定している．これら外

皮の外表面および基底面には，厚さ80Ａ程の薄い細胞膜

がみられ，さらにこの膜の内側方には，直径約200Ａ程

の膠原質様線維からなる網状の結締組織とみるべき層が

みられる．この層の厚さは不定であるが，略々１，α内外

である．雄の腹面すなわち抱雌管の内面，吸盤の入口附

近および雌の全体表面には小さな練が無数に散在してい

る．これらの疎は角皮性で，大きさは基底部近くの直径

で約１β前後，長さは３～４Jｕ程である．

鰊の内部構造としては直径60Ａ程の電子密度の高い

微細穎粒が集合配列して出来た結晶様構造を呈し，鰊の

長軸に平行に走行するものと，直角の方向に走行する線

状がみられ，両者により格子状構造を呈している．

疎の基底部は外皮の基底膜上に接しており，体表面よ

り突出した部分は外皮の表面を被っているのと，同じ細

胞膜によって被われている．

外皮の基質には他の吸虫でみられたと同様に核はみら

れずジンシチュウム構造を呈しており，この中には直径

約0.161u，厚さ0.01〃あるいはそれ以上の円板状で電子

密度の高い穎粒がみられる．これらの円板状穎粒の表面

は約70Ａ位の膜で被われており，一般に外皮の表層近

くに多く分布し，基底部近くでは比較的まばらである．

またこの外，長さ０叩内外で円板状穎粒より電子密度

の低い桿状穎粒がたくさんみられる．また外皮の基底膜

はしばしば外皮の基質中に嵌入しているのがみとめられ

る．また外皮の基底部附近には小さな糸粒体がまばらに

散在している．しかし外皮の表層部および中層部には糸

粒体の分布は少なく場所によってはほとんどみられない

所もある.また外皮の包含体として,約70Ａ程の膜で限界

された単なる小嚢あるいは空胞も多くみられる．また外

皮表層のところどころには症状の大きな胞嚢がみられ，
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材料と方法

片山貝より自然流出した日本住血吸虫のセルカリアを

ラットあるいはハムスターに人工的に感染させたのち，

30日位のものをこれら実験動物より取出し，ただちに

0.85％食塩水で洗源，速やかに細切し，冷６％グルタ

ール・アルデハイド液（燐酸緩衝液でｐＨ７．４に調製）

で１時間固定し，さらに後固定として冷２％オスミック

酸液(燐酸緩衝液でｐＨ７．４に調製)で，また－部のもの

は３％ＫＭｎＯ４液で一夜処理した．これらの組織は型

のごとくエタノール系列で脱水し，Ｅｐｏｎで包埋した．

超薄切片作製にはPorter-BlumUltra-microtomeを使

用し，後染色として硝酸鉛，酪酸ウラニールを用いた．

観察にはHS-6，HU-11，JEM-7等各種電子顕微鏡を

使用した．

結果

日本住血吸虫の外皮は雄の背面ではよく発達して厚

く，約３似程であるが，腹面では比較的薄く，１β程の

所もみられる．これに反し雌では略々一定した厚さで，

２～３似程である．

このような外皮には雌雄いずれにも，非常に多くの細

い突起や嵌入がみられいわゆるスポンジ状構造を構成し
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その中には約200Ａ位の穎粒が無数に散在しているほか

薄層板状体を包含するものもみられる．

なお本虫にみられる糸粒体は小型でクリステも明らか

にみることができ比較的単純な型を呈している．

以上のような外皮は他の吸虫類と同様に基底部から筋

層の網目を貫通する細い細胞質'性細管によって体深部に

ある上皮細胞と連らなっている．この上皮細胞中には大

きな核があり，これをとりまいて，やや大形の糸粒体，

ゴルギ装置，小胞体等があり，さらに多くのグリコーゲ

ン穎粒,ribosom穎粒,その他円板状穎粒等がみられる．

またこのほか輪状の薄板状体さらに周囲が非常に濃縮さ

れ電子密度の高い環状穎粒等がみとめられる．これら上

皮は住々２～３個の核をもっているものがみられる．ま

た他の上皮細胞とも原形質`性細管で連絡しており，ある

意味からは非常に大きなジンシチウムを構成している．

また外皮は体表のみならず多くの開口部ではその内面に

迄嵌入しており，口吸盤などではさらに内方にのびて食

道にまで達している．しかしこの部分では体表部のもの

とはやや構造が異っており突起の大きさも非常に太く長

い．しかも突起の各々には基底膜が嵌入しているのがみ

られ，管状構成を呈して突起のほとんど先端にまで達し

ているのがみられる．なお突起の内には大小不同の空

胞，円板状穎粒，さらに直径0.02Jz`程の小さな環状の

穎粒が散布しているほか，突起の表面を被う細胞膜の近

くには直径60Ａ以下の微細な穎粒がたくさんに集合して

いるのがみられる．

のべているように血管内に寄生する住血吸虫の一つの大

きな特徴で，恐らく血液中の生活環境には多くの糸粒体

を必要としないのではないかと思われる．これに反し肝

蛭，高橋吸虫（稲臣ら，１９６８ｃ）肝吸虫（稲臣ら，１９６８

b）のように宿主の消化器系に寄生するものでは多くの

糸粒体の存在が必要なのではないだろうか．また外皮中

にみられる円板状穎粒ならびに桿状穎粒についてはなお

多くの追究すべき点を残しているが，これも他種に比べ

ると比較的少<また小さい．しかも他種では外皮の表面

の細胞膜近くに多く群集しているのに日本住血吸虫では

外皮の中に比較的均等に分布している．このことも糸粒

体の分布と全く同じような理由があるのではないかと考

えている．

鰊の構造についてはThreadgold（1967）が肝蛭で，

Burtoｎ（1964）がHmecJ”/e工"ｓについて報告をし

ており，いずれも結晶状構造を呈することを報告し，電

子密度の高い横条眼の存在をのべているが構造の上から

は同様である．

結論

日本住血吸虫の体表構造を電子顕微鏡により観察した

他の吸虫類と非常に近似の構造を呈しているが，特に

外皮では非常に複雑な突起をたくさんにもっている．ま

た他種に比較して外皮中の糸粒体の分布数が少なくなっ

ている．

●
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ExplanationofFigures

Fig、１BodywalloffemaleofSbhisZoso'，ｚａＪ〃o"/c…（×9,500)．Thebodysurfaceiscovered

withintegumentwhichhassponge-likestructure．（Upperlefthandside）Integumenthas

manydensesecretorybodies，vacuolesandmitochondria・Thecircularandlongitudinal

musclelayersituatedbeneathoutercoveringintegumentallayer，andtheepithelialcell，

containingalargenucleus，endplasmicreticulumandmitochondria，appearsunderthemuscle
layer，

Fig2Dorsalintegumentofmale(×14,250)．Therearetwokindsofsecretionbodieswhichare

sphericalandrod-shaped

Figs，３，４，５，６．Ventralintegumentofmale，

３．Innersurfaceofcanalisgynaecophorous・Therearemanyspinesintheintegumｅｎｔａｎｄ

ｒｏｏｔｏｆｓｐｉｎｅｓｉｔｕａｔｅｄｏｎｔｈｅbasementmembraneofintegument（×5,200)．

４Showmgcrosssectionsofthespines（×17,500)．

５．Longitudinalsectionsofthespinesandfiberlayerundertheintegumenｔ（×16,500)．

６．Knob-likeprotrusionontheventralintegument（×９，０００)．

Fig.７Longitudinalsectionofthespine（×75,000)．Acrystallinestructureisseen

Fig、８Basalportionoftheintegumentofdorsalsurfaceofmale（×19,500)．

Fig.９Ventralsurfacesofmaleandfemaleatthelevelofposterioronefifthportion（×13,500)．

FiglODorsalbodywallofmale(×9,500)．Thereisaprotoplasmictubulecommunicatingfromthe

integumenttotheepithelcellbetweenthemusclelayer、

Fig.１１ＦormingsecretedmassinepithelceU（×17,920)．

Ｆｉｇ．１２Transversesectionofesophagus（×10,500)．

Figl3Processesattheinnersurfaceofesophagus（×２０，０００)．

Abbreviationsoffigure

BL……・・……・…..…ｂａｓａｌｌａｍｉｎａ ＢＭ……・・・…・・・・basementmembrane

CM…・……・……・・・・・・circularmuscle D……・・……・・・・ｄｅｓｍｏｓｏｍｅ

ＤＶＭ・……．.…・……・・dorso-ventralmuscle EC……・・・・・・…・epithelcell

F…・…・…・………・…fibrouslayer GC…・…・・・・・・・・・Golgicomplex

l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.ｉｎｔｅｇｕｍｅｎｔ ＬＭ..・・・・…・・・…・longitudinalmuscle

L……・………………lipidM…..…・・・……musclelayer
Mi………・……・……mitochondria N………・・・・・・・・nucleus

Nu……・・・・・…．.…・…nucleolus NF・・…・・・・・・・…・nervefiber

P…・…・…・・・…・・……ｐａｒｅｎｃｈｙｍａ ＰＭ…・……・・・…ｐｌａｓｍａｍｅｍｂｒａｎｅ

ＰＴ…………・………・protoplasmictubule SB..……・…．…・secretorybody

Sp・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｓｐｉｎｅ Ｔ・・・・・・・・・・・・・・・・・tubularinvagination
V・・・・.．・・・-............・vacuole Va・・・・・・・・・・・・・・・・・valley
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THE ULTRASTRUCTURE OF HELMINTH

3) THE BODY WALL OF SCHISTOSOMA JAPONICUM

Seiiti INATOMI, Yasumasa TONGU, Daigoro SAKUMOTO,

Setsuo SUGURI and Kazuo ITANO

(Department of Parasitology, Okayama University, Medical School, Okayama, Japan)

The body surface of Schistosoma japonicum is covered with anucleated integument having

an undulatory, sponge-like structure. On its ventral surface spines are growing sparsely and in

-some regions there are many spines aggregated in groups. In male, the dorsal has no spine,

and in female the number of spines on the whole is less than in male. In the integument are

seen numerous vacuoles and secreted electron dense discoidal and rod-shaped granules of varying

sizes. At the base of the integument there is a basement membrane which forms a demarcation

with the muscle layer under the integument.

There is a fiber layer which is constituted of net-work of collagen-like fibers between

-the basement membrane and muscle layer.

A nucleated integument cell, called epithel cell, is situated deep in the parenchyma. A

protoplasmic tubule originates from the base of the integument, pierces through the basement

membrane at various points, and connects the integument with deep interior epithel cell. The

epithel cell has one or more nuclei, and electron-dense, secreted granules, mitochondria, endo-

plasmic reticulum and Golgi complex are observed around the nucleus. Furthermore, the body

wall constitutes a large syncytium constructed of the anucleated integument and nucleated in-

tegumental cell.

Underneath the integument with the basement membrane as the boundary, there are such

muscle layers as longitudinal, circular, oblique and dorso-ventral muscle layers that are arranged

relatively neatly. Myofilaments, like the muscle in other parasites, can be classified into two,

thick and thin ones.

The parenchyma at the deep region underneath or between the muscle has numerous

vacuoles which appears as a sponge-like structure while others are of electron dense contents.

-Mitochondria are relatively scarce, and flame cells can be observed in some places.
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